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パンルヴェ方程式は約一世紀前に発見された複素領域における非自励ハミルトン系である．
この微分方程式の時間大域挙動を理解するために，解軌道の回帰写像のなす離散力学系（非線
形モノドロミー)について考察する．講演では，非線形モノドロミーに対する不変確率測度の構
成，エントロピーの計算，周期解の個数の評価，代数関数解の分類などについて論じる．議論
に際して，いろいろな数学が交錯するところがおもしろい．代数幾何，モデュライ理論，リー
マン・ヒルベルト対応，指標多様体のトポロジーと力学系, アフィン・ワイル群と複素３次曲面
の幾何，代数曲面上の双有理写像のエルゴード理論，コクセター群の幾何表現，クライン特異
点の特異点解消，ニュートン図形と冪幾何，非線形確定特異性の理論，斎藤秀司氏の不動点公
式など.
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[1] M. Inaba, K. Iwasaki and M.-H. Saito, Bäcklund transformations of the sixth Painlevé
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